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　“社会”のメンバーは、お互いがさまざまな
形でつながり合っていることを理解し、尊重す
ることが重要です。そして、互いに頼り合うこ
とは生きるため、幸せになるための必要条件で、
このことで、ひとり１人の繁栄と全体での団結
が可能になるのです。

グループ活動の約束

1.3

明るく意欲的な学習集団

グループ活動の
約束

活動１1. 見つける 10分�

　子どもたちに、今日も互いを尊重するクラスを作る学習
として、協力してグループ活動を行うためのスキルを学ぶ
ことを述べます。そして、グループで力を合わせて活動す
る方法を学ぶことは、学校、職場、家庭生活で共通の目標
を達成するための重要なライフスキルであることを説明し
ます。子どもたちに、地域社会が自分とその家族を毎日ど
のように助けているかについて考えるように言い、映像資
料1.3.1を映し、町や市は、その住民に多くの地域サービ
スを提供していることを再確認します。リストを確認して
ください。

　：これらのサービスとそのために働く人々は、私たちの生活にどのように
役立っていますか？

　グループで、自分の近所で見たサービスの例と、それらが地域を良くするためにどのように役
立っているかブレーンストーミングをします。

　：もし、この表の中のサービスが突然行われなくなったら、どんなことが
起こると思いますか？

　もし、表にあるサービスの一部が利用できなくなったら、生活ができなくなったり、危険にさ
らされる可能性があることを指摘し、地域に住む人々は、地域がうまくいくように互いに助け合っ
ていることを共通理解します。そして、これからクラスメンバーとして、どのように協力して働
けば良いかを学ぶことを述べます。

教示2. つなげる 10分

■協力して働くことについて紹介します
　子どもたちに、目標に向かって協力して取り組む時に、何をすれば良いか、何をしてはいけな
いかを示す「グループ活動の約束」があれば、グループ活動をうまく進めることができることを
説明します。前の授業でみんなでつくった『みんなの約束』に似ていますが、これはあくまで、
グループ活動をうまく進めるためのものです。映像資料1.3.2を映し、同じ資料がライフスキル
ノートにもあることを知らせた後、１人の子どもに内容を読んでもらいます。

「グループ活動の約束」
　・だれかが発表しているとき、みんなが聞きます
　・交代しながら行います
　・�みんながグループのために働いていることをたしかめ
ます

　・アイデアを自由に出し合います
　・�考えを伝え合い、道具や材料はいっしょに使います
　・�グループのために働いたことに、おたがいに感しゃし
ます。

　「グループ活動の約束」がグループ活動に与える影響に
ついて話し合います。

先生の質問

先生の質問

授業計画の要点
■コア能力
　人間関係スキル

■学習するスキル
　協働
　コミュニケーション
　社会参画
　関係構築

■教材／準備
□✓ �映像資料1.3.1
□✓ �映像資料1.3.2
□✓ �要点カード「グループ活動の約束」
□✓ �ライフスキルノート
□✓ �ファミリー通信ワークシート
□✓ �12色または24色のクレヨンセット　
掲示用紙

■学習形態
　Part１�全体／小グループ
　Part２�全体
　Part３�小グループ
　Part４�個人

■到達目標
生徒たちは
・�グループ活動をうまく進めるための「グ
ループ活動の約束」について学びます。

■スキルの系統
チームワークについて学び、
障害物のあるコースに挑戦す
ることで、それを実践しました。

「グループ活動の約束」を使
い、互いに助け合うことを
テーマとしたポスターを作り
ます。

ライオンズクエストプログラ
ムの目的について探求し、協
力とティームワークのスキル
を実践します。

前年度

本年度

次年度

      みつける

活動1.3.1 わたした䛱の⾤の
　　　ே䚻のための仕事

   ᾘ䜌う

   ᩆᛴ

   道㊰ほ守

   䛤みしゅう㞟

   Ỉ道 

   けいᐹ

   ᅗ᭩㤋

   㟁気
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      つなげる

活動1.3.2

たよりあう㞟だん䠄䝁䝭䝳䝙䝔䜱䠅、ಙらい

し合う㞟だんは、たがいにたよりあい、

ಙらいし合うメンバーでできている。 

䛂たよりあう䛃ってどんな意࿡？
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学校／地域とつながる活動

　市や町の役所を訪ね、どんな仕事を何人
くらいの人が協力して行っているか調べま
す。そして、学んだことを説明するレポー
トやポスターを作り、クラスに発表します。

家庭とつながる活動

　授業で学んだ、互いに頼り合うことにつ
いて家族に話し、家族がどのように互いを
頼り合う集まりであるかを説明します。そ
して、家族と協力して、お互いのつながり
を表す家族の印をデザインします。この活
動のために、ファミリー通信ワークシート
「わたしたち、みんな仲間です」とを持ち
帰ります。

他教科での学習

■理科
　インターネット、理科の教科書、図書館
の本を使って、自然界の頼り合う仕組みを
研究します。動物と動物の関係、動物と植
物の関係など、珍しい関係を見つけます。

■図工
　いろいろな色や材質の紙を帯状に細く切
ります。そして、それらを使って縦横に織
り、作品を作ります。作品ができたら、互
いに頼り合う関係をイメージしながら、そ
れぞれの色が組み合わさってできている作
品を鑑賞します。

　：クループで協力して活動するために、この「グループ活動の約束」がな
ぜ重要なのだと思いますか？

■グループで協力して働くモデルを示します
　クレヨン工場の組立ラインという設定で、協力して作業をするモデルを示します。まず、４、
５人の子どもたちに協力を求め、教室の前のテーブルに先生といっしょに並んでもらいます。子
どもたちに12色または24色のケース入りクレヨンセットを配り、先生も１つ持ちます。そして、
全員でクレヨンを取り出し、色別に分けてテーブルに積み上げ、クレヨンケースもバラバラにし
て置きます。続いて、先生がケースを組み立て、クレヨンをそれに入れ、クレヨンセットを作る
作業を１人で行い、子どもたちの１人に時間を計ってもらいます。そして、その時間を黒板に書
き、クレヨンセットを１人で作るのには長い時間がかかることを指摘します。

　：次は、今の仕事を協力してやってみることにします。そうすればクレヨン
セットをもっとすばやく作ることができるはずです。

　子どもたちにそれぞれ仕事を割り当てます。例えば、先生が箱を組み立て、となりの子どもか
ら順番に分担した色のクレヨンを入れ、次々に手渡して行き、最後の子どもが箱を閉じます。役
割分担が終わったら作業開始から完成までの時間を計ります。

　：私から始め、隣へ隣へと箱を手渡して行きます。私たち全員が協力して仕
事をすぐに終わらせます。

　クレヨンセットが完成したら、かかった時間を黒板に書き、１人で行ったときの時間と比較し
ます。この作業がうまく進み早くできたのは、組立ラインのメンバーが、お互いの力を頼り合い、
協力した結果であることを指摘します。

活動２3. やってみる 20分

■「グループ約束」のポスターを作る活動について説明します
　子どもたちに、「グループ活動の約束」を使い、自分たちのクラスが互いに頼り合う“社会”
であることを示すポスターを作ることを述べます。

■「グループ活動の約束」のポスターを作ります
　「楽しいグループ分け」を使い子どもたちグループに分け、「グループ活動の約束」を守って活
動することを確認します。各グループは、掲示用紙と必要な数のマーカーを準備し、用紙の中心
に「たがいにたより合う集団」と書いて円で囲み、そこから周囲に向かって伸びる線を描きます。
そして、その先にグループで協力して働いている子どもの絵を描きます。もし、子どもたちがア
イデアを必要としていたら、次のような例を示してください。先生の話に耳を傾ける、互いに話
を聞きあう、話し合う、資料や道具をいっしょに使う、部屋をきれいにするために後片付けをす
る、互いのことを思いやり親切に行動する…。

　ポスターができあがったら、それを掲示し、全員でギャラリーウォーク（美術館で絵を見て回
るように）をします。
　その後で、各グループは、ポスターを完成させるために「グループ活動の約束」を守るために
どんな行動をしたかを具体的にふり返ります。最後に、ポスター作りに「グループ活動の約束」
が役立ったかどうかを全体で発表し合い、先生が、メンバー全員がグループ活動を成功させるた
めに協力したことで、互いに頼り合う集団になったことを述べ、授業をまとめます。
　要点カード『グループ約束』を教室に掲示します。

先生の質問

先生の話

先生の話

HP サンプル教材
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■ふり返り
　ライフスキルノートを使い、このじゅ業で学んだことをひとり１人、あるいは学級としてふり
返ります。

学習の要点 「グループ活動の約束」とは何ですか？

学びと発見 「グループ活動の約束」と協力して働くことから何を学びましたか？

活用／応用
メンバーとして自分の大切さを知ることは、グループやクラスの活動に、
どのように役立つと思いますか？

4. 使ってみる 2分

　来週中に、ライフスキルノートの「使ってみる」ページの四角の枠の中に、「あかるくたのし
いクラス」の文字にクラスメイトの名前をつなげ、ワードマップを作ります。これはクロスワー
ドパズルに似ていて、「あや」という名前の最初の文字として「あ」を、「けんた」の最後の文字
として「た」を使うというふうにして、ワードマップを完成させます。
　そして、宿題や授業で学んだことの再確認として、またこれからの授業でスキルを活用した経
験を交流するために、ライフスキルノートの「使ってみる」ページを完成させます。

評価
Part３ やってみる
「やってみる」の活動を見て、子どもたちが「グループ活動の約束」をうまく使えているかを評
価します。

Part４ 使ってみる
　子どもたちのワードマップを見て、ひとり１人の名前が入っているか、すべての子どもたちの
名前がつながっているかチェックします。

｢ふり返り｣ の教材

ライフスキルノートP11

｢使ってみる｣ の教材

ライフスキルノートP12

 

ふり㏉り 

Ꮫ⩦の
要Ⅼ

Ꮫびと
発見

活⏝
䛚う⏝

䛂グループ活動の⣙᮰䛃とはఱですか？

䛂グループ活動の⣙᮰䛃と、協力して働くことからఱをᏛびましたか？

メンバーとして⮬ศの኱ษさを知ることは、グループやクラスの活動に、ど

のように役❧つとᛮいますか？

このじゅᴗで活動㻌䛄グループ活動の⣙᮰䛅
についてᏛんだことをふり㏉りまし䜗う。1.3

12 Vol.5 Grade4

使ってみる ᮶㐌୰にライ䝣ス䜻ルノートの㻌䛂使ってみる䛃㻌䝨ー䝆のᅄゅのᯟの
୰に、㻌䛂あかるくたのしいクラス䛃㻌のᩥᏐにクラスメイトのྡ๓をつな
げ、䝽ー䝗䝬䝑プをసります。これはク䝻ス䝽ー䝗䝟䝈ルにఝていて、䛂あ
や䛃㻌というྡ๓の᭱ึのᩥᏐとして䛂あ䛃㻌を、㻌䛂けんた䛃㻌の᭱ᚋのᩥ
Ꮠとして㻌䛂た䛃㻌を使うというふうにして、䝽ー䝗䝬䝑プを᏶ᡂさせます。

か る く た の し い ク ラ厤 ス

Vol.5 Grade4 13

スキルアップ

�
創ろう！

Part３ やってみる
　「互いに頼り合う」という意味を表す絵文字、または象形文字を創ります。
クラスメイトが頼り合っているようすを表す文字にします。

創ろう！

Part４ 使ってみる
　協力して、クラスメイトの名前を彫った板を作ります。これらは、互い
が仲間であることを思い出させるものとして、教室に展示します。

�
プレゼントしよう！

Part３ やってみる
　互いに頼り合うことが、どのように地域をより良いものにすることに役
立つかを伝えるプレゼンテーションを作成します。完成したら、下級生に
見せます。

パズルを創ろう！

Part３ やってみる
　ワードマップを参考に、クラスメイトの名前を使ってクロスワードパズ
ルを作ります。ヒントとして「いつもニコニコ」、「サッカーが大好き」な
どと描きます。

強化 向上

HP サンプル教材



      みつける

活動1.3.1 わたしたちの街の
　　　人々のための仕事

   消ぼう

   救急

   道路ほ守

   ごみしゅう集

   水道 

   けい察

   図書館

   電気
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      つなげる

活動1.3.2

たよりあう集だん（コミュニティ）、信らい

し合う集だんは、たがいにたよりあい、

信らいし合うメンバーでできている。 

「たよりあう」ってどんな意味？
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ふり返り

学習の
要点

学びと
発見

活用
おう用

グループの役割と、それぞれの役わりのせきにんとは何ですか？

グループの役わりが大切なことについて、あなたは何を学びま

したか？

教室外のどのような場面で、あなたに役立つと思いますか？また、あ

なたが大人になったとき、あなたがしてみたい仕事のどのような場面

で、グループの役わりを使うことができると思いますか？

このじゅ業で」 「グループ活動の約束」 に
ついて学んだことについてふり返りましょう。

Vol.5 Grade4 15
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使ってみる

家族を１つのグループとして考えると、あなたはどんなとき、どんな役わりをして

いますか？

あなたの役わりがもつ責任は何ですか？

あなたの役わりは、家族にどのように役立っていますか？

そのほかに、学校外でしているあなたの役わりは何ですか？

家庭や地域であなたがしている役わりについて
考えましょう。

16 Vol.5 Grade4
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たより合うとはどんな意味か

覚えておこう

o たより合う集だん（コミュニティ） とは、集
だんがうまくいくようメンバーがたがいに
たより合う集だんです。

1.3 
ファミリー通信

家族のみなさんへ
　子どもたちは、授業で“
お互いに頼り合う集団の
一員”がどのような意味
かを学んでいます。そこ
で、お子さんと、お互いに
頼り合うことの意味と、家
庭では具体的にそれが
どのように行われている
かについて話し合うこと
で、授業での学習を応援
してください。そして、子
どもたちと、お互いに頼
り合うことを表す“家族の
印”をお子さんといっしょ
に作ってください。

家族と話をした後、次のしつ問に答えましょう。

わたしたち、
みんなが仲間です

これをやりましょう！

「おたがいにたより合う」と

いう言葉の意味と、それがど

のように役立つかについて、

家族に話しましょう。家族が

どんなことで、どのようにたよ

り合っているか、考えを出し

合い、みんなで協力して、家

族のつながりを表す特別な

印を作りましょう。

あなたは家族に、「おたがいにたより合う」という言葉の

意味をどのように説明しましたか？あなたは家族に、「おたがいにたより合う」という言葉の

あなたの家族は、どのようにたより合って

いますか？

どのようにたより合うことが、あなたとあなたの
家族に役立ちますか？

家族でデザインした家族の印はどうでしたか？

その印にした理由は何ですか？
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o たより合う集だんは、大きなものも、小さなもの
もあります。家族は小さいですが、クラスや町や
市と同じように、たより合う集だんです。
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